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麻生外相が天皇の靖国参拝求める発言


―

　　36

麻生外相は１月28日の講演で、首相の靖国神社参拝に関連して、「天皇陛下の参拝が一番」と語りました(別項)。麻生氏はその後、「英霊の方々の立場に立てばこういうことではないか。今の状況で天皇陛下に参拝していただきたいと申し上げたことはない」と”釈明”しましたが、憲法尊重義務を負う閣僚の発言だけに重大です。

　　　　　　　　　　　　　　　　

靖国史観を国論にする企て
　憲法会議などでつくる「『建国記念の日』に反対し思想・信教の自由を守る連絡会」は、２月11日、「建国記念の日」に反対する集会を開きます(別項)。

小泉首相の靖国神社参拝に内外からの抗議が高まっている中、新たに麻生外相の天皇参拝発言]が続いたことについて、１日に開いた集会準備の会議では、集会の内容はまさにこんにちの情勢に対応するものであり、靖国史観を国論にする企てに反撃する集会として、その成功のために全力を上げることを確認しました。

同時に、麻生発言については主催者あいさつやアピール案など、集会の運営面でも、その重大性を強調することを申し合わせました。

	◇「2006年５・３憲法集会」

　　第１回実行委員会

＊日時　２月７日　６時30分～

＊会場　文京区民センター３Ｄ

＊議題　国会からの情勢報告、５・３集会について

◇STOP！憲法改悪　許すな戦争のための人づくり　06年２・11集会

　＊日時　２月11日　13時30分

　＊会場　永田町・星陵会館

　＊講演　日本国憲法と靖国・歴史認識問題（一橋大学・吉田裕）／思想・信教の自由と９条改憲（弁護士・澤藤統一郎）

　＊会場からの発言

＊参加費　500円

主催　「『建国記念の日』に反対し思想・信教の自由を守る連絡会」




憲法改悪をめぐる動き
【自民党新憲法起草委員会】　31日に開いた会議で、森善朗委員長は、「国民的論議を盛り上げていくのが重要。(党の新憲法草案という)花火は打ち上げただけではいけない」とあいさつ、改憲に向けた国民的論議の盛り上げを強調しました。

また、内閣入りした与謝野馨氏に代わって起草委員会の事務総長に中川直政氏(党政調会長)を選任。中川氏は国民投票法案について、「民主党は衆参両院の間で温度差があるが、それを克服して自民、民主、公明の三党協議機関を早期に設置し、今国会で成立を期したい」と語りました。

【中山太郎･衆院憲法特別委員長】１日の記者会見で、国民投票法案の国会提出に向けた自民、民主、公明３党協議機関設置の見通しについて、「衆院予算委員会での与野党対立の現状では(ただちに設置することは)難しい。予算審議が終わるころ、２月末から３月はじめがヤマ場となる」と述べました。また、参院には国民投票法案を審議する特別委員会が設置されていないことについて、「参院サイドにももちろん働きかける。近日中に参院憲法調査会長に会って話をしたい」と語りました。

 好評！憲法リーフ12万部突破

憲法会議が発行したリーフレット「もし憲法が変わったらどうなるの？」は、作成前からの予約分を含めて普及数が12万部を突破しました。
 〔主な内容〕 誰のため何のため？／国民が主人公の政治ではなくなる!? ／「海
	麻生外相の発言要旨

私自身があそこで一番問題だと思うのは、祀られている英霊の方からすると天皇陛下のために万歳と言ったのであって、総理大臣万歳と言った人はゼロですよ。ぼくはそう思うね。

だったら天皇陛下の参拝なんだと思うね、それが一番。何でできなくなったのかと言えば、公人、私人のあの話からだから。それをどうすれば解決するかという話にすれば答はいくつか出てくるんですよ。ぼくはそういった形にすべきだと思っているんで、答がいくつかないわけではありませんが、そういう問題にしていかないと。　(１月31日「朝日」)


外で戦争する国」へ国民の自由や権利を制限／「戦争する国」ってどんな国？／通用しません、改憲のための言い分／国民の多数が反対すれば

　Å５判８頁　１部10円(送料実費)
国民投票法案を学習

【島根】　島根憲法会議は１月20日、12回目の市民憲法フォーラムを「憲法改悪の流れと国民投票法案――許すな！憲法改悪への突破口」をテーマに開催、約40人が参加しました。報告をおこなった高野孝治弁護は、「自民党案は改正を容易にできる体制をつくるもの」と批判しました。

会場からは、「九条アピール賛同署名が300人分集まったが、市民レベルになっていない」等の発言がありました。

２・11集会を成功させ抗議の世論を














